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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
た
め
、
三
月
二
十
四
日
開
催
の
令
和
元
年
度
第
三
回
理
事
会
 
 

で
、
春
季
善
行
表
彰
式
を
延
期
し
て
、
十
¶
月
二
十
二
日
 
（
土
）
 
に
秋
季
善
行
表
彰
式
と
同
時
開
催
と
 
 

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
 
 

（
理
事
会
の
詳
細
は
次
号
に
掲
載
）
 
 
 

な
お
、
春
季
善
行
並
び
に
特
別
善
行
表
彰
受
賞
者
へ
の
案
内
状
は
十
月
初
旬
に
ご
送
付
申
上
げ
ま
す
。
 
 

∴ 
※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人
。
企
業
◎
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
賛
助
金
に
よ
り
運
営
き
れ
て
お
り
資
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
富
す
。
 
 
 

二i∑ニ  

子∴ 二∴ ∴／ニ ー ー て十′㌧≒亨1一  

・さ宣壬‾ ∴三三  十二±・‾ 三－ －1・l三幸二号  

て
∴
春
季
善
行
表
彰
 
 

選
考
重
畳
金
 
 
 

一
般
社
団
法
人
日
本
善
 
 

行
会
は
、
令
和
二
年
三
月
 
 

二
十
四
日
（
火
）
、
グ
ラ
ン
 
 

ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
会
議
室
に
於
 
 

い
て
、
令
和
二
年
度
春
季
善
 
 

行
表
彰
受
賞
者
選
考
委
員
会
 
 

を
開
催
し
た
。
 
 
 

選
考
委
員
会
に
は
、
川
口
 
 

雄
氏
（
元
日
本
学
術
会
議
事
 
 

務
局
長
）
、
松
澤
宏
尚
氏
（
全
 
 

日
本
中
学
校
長
会
事
務
局
 
 

長
）
、
山
崎
久
夫
（
全
国
支
 
 

部
ブ
ロ
ッ
ク
会
東
北
地
区
ブ
 
 

ロ
ッ
ク
代
表
）
 
の
各
氏
と
本
 
 

会
か
ら
相
澤
、
高
田
、
山
下
 
 

三
副
会
長
、
石
井
、
 
 

島
村
、
松
本
の
三
常
 
 

務
理
事
が
出
席
し
た
。
 
 
 

出
席
者
の
互
選
に
 
 

よ
り
川
口
雄
委
員
が
 
 

選
考
委
員
長
に
選
任
 
 

さ
れ
、
各
支
部
及
び
 
 

諸
官
庁
等
か
ら
推
薦
 
 

さ
れ
た
春
季
善
行
表
 
 

彰
の
候
補
者
に
つ
い
 
 

て
審
議
が
行
わ
れ
た
。
 
 
 

各
候
補
者
の
善
行
 
 

活
動
の
具
体
的
内
 
 

容
、
社
会
的
貢
献
度
 
 

等
に
つ
い
て
、
慎
重
 
 

か
つ
厳
正
な
検
討
が
 
 

行
わ
れ
た
結
果
、
別
 
 

掲
の
個
人
八
十
三
名
 
 

及
び
団
体
四
十
五
の
 
 

計
百
二
十
八
の
個
人
。
 
 

団
体
が
受
賞
者
に
選
 
 

ば
れ
た
。
 
 
 

表
彰
式
は
十
一
月
 
 

一
一
十
一
目
（
土
）
 
に
、
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熟
公
共
生
活
へ
の
貢
献
周
 

（
北
海
道
）
 
北
海
道
網
走
桂
 
 

陽
高
等
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 
 

部
、
北
海
道
釧
路
北
陽
高
等
 
 

学
校
（
東
京
都
）
 
東
京
都
立
 
 

浅
草
高
等
学
校
生
徒
会
、
浅
 
 

草
寺
幼
稚
園
、
山
戸
安
紗
美
、
 
 

新
藤
伽
苫
、
西
山
香
奈
、
西
 
 

山
美
奈
、
大
木
康
平
、
小
平
 
 

交
通
少
年
団
 
（
愛
知
県
）
 
豊
 
 

橋
市
立
東
部
中
学
校
 
（
兵
庫
 
 

県
）
 
神
戸
市
立
大
田
中
学
校
 
 

生
徒
会
、
神
戸
市
立
櫨
谷
中
 
 

学
校
生
徒
会
、
空
 
結
夏
、
 
 

西
野
琴
菖
（
和
歌
山
県
）
 
高
 
 

野
和
太
鼓
童
D
O
N
K
A
 
 

K
A
 
（
岡
山
県
）
 
岡
山
県
立
 
 

東
備
支
援
学
校
高
等
部
花
班
 
 

（
広
島
県
）
 
呉
市
立
川
尻
中
学
 
 

校
生
徒
会
 
 
 

「
 
手
 
酷
 
防
 
止
 
 

（
栃
木
県
）
宇
都
宮
市
立
雀
宮
 
 
 

秋
季
と
同
時
に
明
治
神
宮
参
 
 

集
殿
に
お
い
て
行
わ
れ
る
予
 
 

定
で
あ
る
。
 
 

（
敬
称
略
）
 
 

Ⅰ
青
少
年
善
行
表
彰
 
 

南
小
学
校
（
東
京
都
）
 
肥
田
 
 

野
季
絵
、
石
川
裕
一
（
愛
媛
 
 

県
）
 
小
富
士
ス
ポ
ー
ツ
少
年
 
 

団
 
 
 

戦
 
環
 
境
 
美
 
化
 
靡
 
 
 

（
北
海
道
）
別
海
町
立
野
付
中
 
 

学
校
（
宮
城
県
）
 
仙
台
市
立
 
 

福
室
小
学
校
、
仙
台
市
立
上
 
 

野
山
小
学
校
（
山
形
県
）
 
米
 
 

沢
市
立
関
小
学
校
（
石
川
県
）
 
 

金
沢
市
立
犀
桜
小
学
校
 
環
 
 

境
美
化
委
員
会
五
こ
ハ
年
生
 
 

（
愛
知
県
）
豊
橋
市
立
羽
田
中
 
 

令
和
の
元
号
は
、
皇
室
を
 
 

尊
び
国
民
が
相
互
に
助
け
合
 
 

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
 
 

す
る
期
待
が
込
め
ら
れ
て
お
 
 

り
ま
す
。
人
々
が
災
害
に
よ
 
 

る
被
害
を
受
け
、
厳
し
い
社
 
 

会
現
象
の
中
で
お
互
い
が
助
 
 

け
合
い
励
ま
し
合
い
な
が
ら
 
 

生
活
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
 
 

平
穏
な
日
々
で
過
ご
せ
る
こ
 
 

と
は
大
変
幸
せ
な
事
だ
と
 
 

思
っ
て
い
ま
す
。
 
 
 

私
は
善
行
会
の
皆
様
と
同
 
 

じ
よ
う
に
人
の
為
は
自
分
の
 
 

喜
び
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
 
 

社
会
奉
仕
活
動
を
し
て
参
り
 
 

ま
し
た
が
、
最
近
は
高
齢
に
 
 

よ
る
体
力
の
衰
え
を
感
じ
て
 
 

お
り
ま
す
。
 
 
 

先
日
、
我
が
家
に
孫
と
曾
 
 

孫
が
来
た
時
の
感
動
を
思
い
 
 

出
し
ま
し
た
。
日
ご
と
に
成
 
 

長
す
る
元
気
な
幼
児
の
姿
を
 
 

∴
∫
∵
す
い
．
∵
シ
∵
牢
亘
る
力
 
 

檜
般
社
団
法
人
日
本
善
行
会
 
 

副
会
長
 
高
 
田
 
 
 修
 
 

学
校
（
大
分
県
）
 
大
分
県
立
 
 

鶴
崎
工
業
高
等
学
校
 
野
球
 
 

部
 
 
 

音
少
年
指
導
 
 

（
北
海
道
）
 
中
瀬
翔
太
、
塩
 
 

田
沙
織
里
 
（
青
森
県
）
 
石
塚
 
 

斗
夢
、
豊
川
裕
太
（
岩
手
県
）
 
 

菅
原
陸
斗
（
宮
城
県
）
 
阿
部
 
 

大
樹
、
佐
藤
愛
海
（
福
島
県
）
 
 

石
川
礼
子
 
（
群
馬
県
）
 
大
友
 
 

み
の
り
、
加
藤
勇
汰
、
田
部
 
 

井
莱
琳
、
野
村
塩
花
（
埼
玉
 
 

県
）
 
山
田
バ
リ
ア
ン
ツ
ス
 
 

見
る
た
び
に
安
心
し
て
生
活
 
 

で
き
る
環
境
が
い
か
に
大
切
 
 

で
あ
る
と
痛
切
に
感
じ
て
い
 
 

ま
す
。
 
 
 

頼
り
に
さ
れ
る
大
人
、
健
 
 

康
で
長
生
き
す
る
こ
と
ば
幼
 
 

児
た
ち
に
元
気
と
夢
を
与
え
、
 
 

家
族
に
も
幸
せ
と
喜
び
を
も
 
 

た
ら
し
ま
す
。
人
の
為
、
社
 
 

会
の
為
に
活
動
を
す
る
こ
と
 
 

は
、
自
己
の
満
足
と
喜
び
で
 
 

あ
り
、
家
族
や
社
会
の
見
え
 
 

な
い
力
は
、
素
晴
ら
し
い
環
 
 

境
や
未
来
が
見
え
る
要
因
に
 
 

な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
 
 
 

十
五
年
前
の
暮
、
私
は
突
 
 

然
胃
が
ん
の
宣
告
を
さ
れ
ま
 
 

し
た
。
新
年
を
待
た
ず
に
急
 
 

遽
手
術
と
な
り
三
分
の
二
摘
 
 

出
か
全
摘
出
か
に
迫
ら
れ
、
 
 

三
分
の
一
を
残
す
手
術
を
受
 
 

け
ま
し
た
。
手
術
後
医
師
に
 
 

健
康
に
気
を
付
け
て
頑
張
れ
 
 

ば
五
年
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
 
 

告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
年
齢
的
 
 

に
食
事
制
限
や
医
薬
療
法
よ
 
 

り
も
好
き
な
食
べ
物
を
会
し
、
 
 

自
分
の
体
調
に
合
わ
せ
て
行
 
 

動
し
た
ら
よ
い
と
言
わ
れ
た
 
 

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
 
 
 

ボ
ー
ッ
少
年
団
 
（
東
京
都
）
 
 

中
村
友
哉
、
伊
藤
智
菜
、
土
 
 

居
遥
古
、
小
井
手
空
良
、
野
 
 

清
く
る
み
、
分
団
サ
イ
エ
ン
 
 

ス
キ
ッ
ズ
み
た
か
 
（
神
奈
川
 
 

県
）
 
村
上
大
樹
、
船
岡
 
将
 
 

（
沖
縄
県
）
 
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
 
 

ウ
ト
沖
縄
県
連
盟
 
那
覇
第
 
 

一
六
団
 
 
 

社
 
会
 
福
 
祉
 
圃
 

（
北
海
道
）
北
見
藤
高
等
学
校
 
 

（
東
京
都
）
 
高
島
第
一
中
学
 
 

校
、
東
久
留
米
市
立
西
中
学
 
 

同
時
期
に
、
同
年
代
二
人
 
 

の
友
人
が
全
く
同
じ
胃
が
ん
 
 

の
摘
出
手
術
を
受
け
ま
し
 
 

た
。
医
師
の
指
導
に
よ
る
規
 
 

則
正
し
い
食
生
活
を
し
て
い
 
 

る
お
二
人
と
交
流
を
続
け
て
 
 

い
ま
し
た
が
、
5
年
後
お
二
 
 

人
共
亡
く
な
り
ま
し
た
。
良
 
 

き
友
人
で
あ
り
心
の
友
と
思
 
 

う
人
を
失
っ
た
悲
し
さ
を
 
 

複
雑
な
気
持
ち
で
過
ご
し
た
 
 

日
々
を
記
憶
を
し
て
い
ま
 
 

す
。
 
 
 

日
本
善
行
会
に
入
会
し
て
 
 

様
々
な
地
域
活
動
に
参
加
し
 
 

て
い
ま
す
が
、
昨
年
の
七
月
 
 

に
不
注
意
に
よ
り
転
倒
、
大
 
 

腿
骨
と
恥
骨
の
骨
折
を
し
て
 
 

し
ま
い
ま
し
た
。
手
術
か
安
 
 

静
に
よ
る
長
期
的
治
療
か
の
 
 

選
択
に
迫
ら
れ
自
然
治
療
を
 
 

す
る
事
に
決
め
ま
し
た
。
歩
 
 

く
こ
と
が
億
な
ら
ず
悪
戦
苦
 
 

闘
の
毎
日
で
し
た
が
、
痛
み
 
 

を
和
ら
げ
る
為
に
腹
部
注
射
 
 

を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
不
思
 
 

議
と
十
月
初
句
頃
か
ら
歩
行
 
 

が
で
き
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 
 
 

医
師
も
回
復
力
の
速
さ
に
 
 

驚
き
家
族
も
本
当
に
骨
折
し
 
 

た
の
か
と
云
わ
れ
る
程
で
し
 
 

た
。
 
 
 

八
十
三
歳
の
私
は
怪
我
を
 
 

し
て
改
め
て
健
康
の
大
切
さ
 
 

を
思
い
知
ら
さ
れ
た
と
同
時
 
 

に
、
ま
だ
頑
張
れ
る
と
い
う
 
 

力
が
観
え
て
き
ま
し
た
。
人
 
 

校
 
苦
楽
部
 
（
兵
庫
県
）
 
兵
 
 

庫
県
多
可
町
立
加
美
中
学
校
 
 

（
長
崎
県
）
長
崎
県
立
諌
早
農
 
 

業
高
等
学
校
 
生
活
科
学
科
 
 

（
大
分
県
）
大
分
市
立
判
田
中
 
 

学
校
生
徒
会
、
大
分
市
立
下
 
 

郡
小
学
校
児
童
会
、
鶴
崎
小
 
 

学
校
こ
ど
も
踊
り
ク
ラ
ブ
 
 
 

白
然
と
文
化
財
愛
護
腰
 
 

（
岩
手
県
）
 
奥
州
市
立
衣
川
 
 

小
学
校
（
愛
知
県
）
 
豊
橋
市
 
 

の
為
や
社
会
の
為
に
尽
く
す
 
 

こ
と
は
、
健
康
だ
か
ら
で
き
 
 

る
の
で
あ
り
自
分
自
身
の
為
 
 

に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
 
 

い
ま
し
た
。
 
 
 

回
復
力
が
早
い
の
は
、
見
 
 

え
な
い
力
の
存
在
が
私
を
助
 
 

け
て
く
れ
た
と
思
う
ほ
ど
で
 
 

す
。
見
え
な
い
力
は
自
分
自
 
 

身
が
創
造
す
る
も
の
と
思
う
 
 

よ
う
に
な
り
、
実
際
に
身
体
 
 

を
動
か
し
て
み
る
と
不
思
議
 
 

と
見
え
な
い
も
の
が
感
じ
ら
 
 

れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。
 
 
 

世
の
中
、
良
い
事
ば
か
り
 
 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
良
く
な
 
 

い
事
の
方
が
多
い
の
が
現
実
 
 

で
あ
り
不
遇
か
ら
抜
け
出
す
 
 

努
力
、
失
敗
か
ら
成
功
へ
の
 
 

努
力
、
遠
く
厳
し
い
道
程
は
 
 

人
生
そ
の
も
の
で
す
。
 
 
 

こ
れ
か
ら
も
生
き
て
い
く
 
 

の
に
何
を
す
る
の
か
、
知
識
 
 

を
広
め
そ
こ
か
ら
智
東
を
働
 
 

か
せ
、
考
え
る
力
を
育
成
す
 
 

る
こ
と
の
時
代
だ
と
思
い
ま
 
 

す
。
 
 
 

日
本
善
行
会
は
今
日
ま
で
 
 

八
十
余
年
の
善
行
活
動
を
続
 
 

け
て
お
り
、
そ
れ
は
利
他
の
 
 

精
神
の
人
達
に
よ
っ
て
継
続
 
 

し
て
今
日
を
迎
え
て
お
り
ま
 
 

す
。
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
広
 
 

げ
て
参
り
ま
す
の
で
、
初
心
 
 

に
帰
り
身
近
な
家
族
の
為
に
 
 

心
配
り
を
し
て
始
め
ら
れ
る
 
 

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
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